
ソ
シ
オ
ロ
ジ
第
間
一
巻
第
一
号
抜
劇

一
九
九
六
年
五
月
社
会
学
問
究
会

i
ム
に
よ
る
ヴ
ェ

i
パ

フ
ォ

i
マ
ラ
イ
ゼ

i
シ
ョ
ン
e
i
i

と
し
て
の
権
利



の

鎖
化
と
し
て
の
権
利

i
l
l協
力
ゲ

l
ム
に
よ
る
ヴ
ェ

i
バ
i
権
利
論
の
フ
ォ

i
マ
ラ
イ
ゼ
!
シ
ョ
ン

i
l
l

太
郎
丸
博

F事

社
会
的
閉
鎖
化
は
、
一
克
来
、
当
$
2
2
C
N
N
)
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ

た
概
念
で
あ
る
。
こ
の
概
念
は
、
そ
の
後
、
約
半
世
組
を
へ
て
市
向
。

山内宮

(
5
3
)
に
よ
っ
て
、
階
級
理
論
の
鍵
概
念
と
し
て
、
初
め
て
本

格
的
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
市
民
窓
口

(
S
u
g
に
よ
れ
ば
、
階

級
は
生
産
関
係
や
権
威
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
排
除
(
誌
の
吉
弘
。
ロ
)

と
奪
取

(
5
2宮
片
山
。
ロ
)
と
い
う
一
一
重
の
閉
鎖
化
(
含
弘
己

g足
。
)

に
よ
っ
て
、
適
切
に
定
義
で
き
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
を
窓
口
与
守

(
芯
∞
∞

u
一
九
九
四
)
は
、
支
配
や
権
力
、
合
理
化
と
関
係
づ
け
る
こ

と
で
、
〈
間
的
鎖
理
論
〉
な
る
不
平
等
の
一
般
理
論
を
提
唱
す
る
。

宮
口
円
。
守
(
忌
∞
∞

u
一
九
九
四
)
に
よ
れ
ば
、
打
。
日
目
山
口
ω
(
S
u
d
)

(
H
C
芯
H

H
ゆ∞
A

F

)

(

お
∞
め
)
や
、
問
。
ロ
丘
町
ロ

(
H
C
吋。
H

一
九
九
二
も
、

明
確
に
は
社
会
的
閉
鎖
化
に
言
及
し
て
い
な
い
も
の
の
、
ヴ
ェ

i
パ

i

の
関
鎖
化
に
関
す
る
知
見
を
明
ら
か
に
受
け
継
い
で
お
り
、
閉
鎖
理
論

の
一
種
と
さ
れ
る
。
こ
の
司
肉
片
山
口

(
5
3
)
と

v
p
Gぜ
(
H
C
∞∞時一

九
九
四
)
の
議
論
を
批
判
的
に
継
承
す
る
形
で
、
口
一

ω
g
(包
∞
吋
)
唱

出
吋
己
認
め
門
戸
話
。

)
w
Z
8
8
(
S
C
N
)
や
、
出
向
仏
(
巴
宏
)
の
議
論
が

続
く
。
日
本
に
お
い
て
も
、
パ

i
キ
ン
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
摩
東
(
一
九

七
七
)
に
よ
っ
て
社
会
的
閉
鎖
化
の
ヴ
ェ

i
パ

i
社
会
理
論
に
お
け
る

重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
積
極
的
に
発
展

さ
せ
る
議
論
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
に
な
っ
て
マ

i
ブ
ィ

i
ら

を
論
じ
る
研
究
(
原
田
一
九
八
八
、
山
口
一
九
九

O
、
盛
山

が
い
く
つ
か
出
始
め
て
い
る
。

彼
ら
の
議
論
は
、

九
九

(
一
九
七
七
)
を
除
け
ば
、
基
本
的
に
は
、

、
議
論
さ
れ
て
い
る
。
一
般
理
論
へ
の
志
向

の
強
い
マ
ー
フ
ィ
ー
に
し
て
も
、
社
会
の
中
に
い
く
つ
か
の
利
害
集
団

が
存
在
し
、
そ
れ
ら
の
集
団
は
、
最
上
位
か
ら
、
最
下
位
ま
で
一
列
に

二重の閉鎖化としての権利3 



序
列
化
で
き
る
と
暗
黙
揮
に
想
定
し
て
い
る
点
で
は
階
級
/
階
麿
理
論

で
あ
る
。
し
か
し
、
社
会
的
閉
鎖
化
と
い
う
現
象
は
、
必
ず
し
も
階
級

/
階
層
と
い
う
文
脈
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
後
に
見
る
よ
う
に
、

ヴ
ェ

i
パ
i
は
、
社
会
的
閉
鎖
化
を
人
々
の
利
害
闘
争
を
秩
序
。
つ
け
る

一
つ
の
契
機
と
見
て
い
た
の
で
あ
る
(
厚
東
(
一
九
七
七
)
も
参
照
)
。

し
た
が
っ
て
、
ヴ
ェ

i
バ
!
の
社
会
的
閉
鎖
化
に
関
す
る
議
論
は
、

階
級
/
階
層
論
に
限
ら
ず
様
々
な
領
域
に
お
よ
ぶ
。
本
稿
で
は
、
そ
の

よ
う
な
諸
領
域
の
う
ち
、
権
利
に
関
し
て
論
じ
る
。
ヴ
ェ

i
バ
!
の
権

利
論
は
、
川
島
(
一
九
八
一
一
)
で
そ
の
重
要
性
が
指
議
さ
れ
た
も
の
の
、

そ
の
後
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
権
利
は
、

人
々
の
科
書
闘
争
と
社
会
秩
序
の
い
わ
ば
接
点
に
位
置
す
る
重
要
な
概

念
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
法
社
会
学
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
多
く
の

社
会
理
論
家
の
関
心
を
惹
い
て
き
た
の
で
あ
る
(
樫
村
一
九
九
四
、
佐

藤
一
九
八
九
、
和
田
一
九
八
九
、
笹
津
一
九
九
三
、
永
田
一
九
九
三
、

太
郎
丸
一
九
九
五
、
♂
ぷ
D
S∞
?
"
一
九
九
一
一
一
w

同

ω
5
3
}
S
S吋
∞
時
一
九

八
四
u

出州

5

5∞N
H
L

九
八
七

w
ω
8
5∞N
H

一
九
八
九
)
。
本
稿
の
目
的

は
、
ヴ
ェ

i
バ
ー
を
用
い
て
権
利
と
関
鎖
北
の
関
係
を
論
じ
る
こ
と
で
、

閉
鎖
理
論
を
新
た
に
展
開
す
る
と
同
時
に
、
権
利
論
に
こ
れ
ま
で
と
は

別
の
角
度
か
ら
光
を
当
て
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
な
ぜ
権
利
が
し

ば
し
ば
平
等
に
は
配
分
さ
れ
得
な
い
の
か
?
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も

示
唆
を
与
え
る
つ
も
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
権
利
と
社
会
的
閉
鎖
化
の
関
係
を
分
析
す
る
際
に
、
本

橋
で
は
協
力
ゲ

i
ム
の
理
論
を
援
用
す
る
。
協
力
ゲ

i
ム
の
理
論
は
、

利
害
関
係
だ
け
で
な
く
規
範
的
な
要
素
を
も
記
述
す
る
こ
と
が
で
き
る

(
出
芯

5
5
8長
巴

sw露
。
巳
E
S∞
P
河
川
唱
。
ち
え
巴
吋
。
)
。
そ
れ
ゆ
え
、

協
力
ゲ

i
ム
の
理
論
は
、
権
利
と
社
会
的
閉
鎖
化
の
関
係
の
よ
う
な
、

利
害
と
規
範
が
交
錯
す
る
問
題
を
分
析
す
る
上
で
、
有
効
な
概
念
装
置

を
提
供
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
稿
の
分
析
方
針
は
、
「
、
ヴ

ェ
i
バ
!
の
議
論
を
、
協
力
ゲ

i
ム
を
用
い
て
さ
ら
に
数
学
的
に
彫
琢

す
る
こ
と
で
、
発
展
さ
せ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
下
の
ヴ
ェ

i

バ
i
解
釈
も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ゲ
ー
ム
論
的
な
視
点
か
ら
な
さ

②
 

れ
る
c

以
下
で
は
、
ま
ず
ヴ
ェ

i
パ
i
に
従
っ
て
、
権
利
と
は
二
重
の
閉
鎖

化
に
よ
っ
て
専
有
さ
れ
た
希
少
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
こ

れ
を
協
力
ゲ

i
ム
の
理
論
に
よ
っ
て
数
学
的
に
定
式
化
し
た
上
で
、
権

利
の
配
分
、
が
安
定
的
に
実
現
さ
れ
る
条
件
と
し
て
、

WA
安
定
と
い
う
概

念
を
導
入
す
る
。
統
い
て
、
こ
の
曹
安
定
と
い
う
概
念
を
用
い
て
権
利

の
平
等
な
配
分
が
実
現
さ
れ
る
/
さ
れ
な
い
た
め
の
条
件
を
恭
す
。

2 

ヴ
ェ

l
バ
i
の
権
利
概
念

権
利
の
定
義

ヴ
ェ

i
パ

!

が

権

利

に

つ

い

て

い

る

の

は

、

根
本
概
念
」
の
「
開
放
的
関
係
と
閉
鎖
的
関
保

(
m
g
n巴
。
ω
ω
g
o

∞R
2げ
ロ
ロ
拘
)
」
と
い
う
節
に
お
い
て
で
あ
る
。
開
放
的
関
係
と
は
、

誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
社
会
関
係
を
指
し
、
市
場
が
そ
の

典
型
で
あ
る
。
閉
鎖
的
関
係
と
は
、
参
加
に
条
件
が
諜
せ
ら
れ
る
よ
う

内

4

・
4
1



な
社
会
関
係
を
指
す
(
者
$
2
5
N
N
H
一
九
七
二
一
七
一
一
良
)
。
例
え
ば
、

国
民
国
家
や
宗
教
団
体
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
閉
鎖
的
関
係
が
、

そ
の
参
加
者
に
、
「
内
的
或
い
は
外
的
な
関
心
を
満
た
す
チ
ャ
ン
ス
」

(
札
止
門
出
し
の
専
有
を
保
証
す
る
場
合
、
そ
の
専
有
さ
れ
た
チ
ャ
ン
ス
が

権
利
と
定
義
さ
れ
る
。
「
閉
鎖
的
な
社
会
関
係
が
そ
の
参
加
者
に
独
占

的
チ
ャ
ン
ス
を
保
証
す
る
の
に
は
、
次
の
=
一
つ
の
ケ

i
ス
が
あ
る
。
.

(
中
略
)
:
:
:
(
三
)
錨
人
や
集
団
が
永
続
的
立
つ
i
i
i相
対
的
或

い
は
絶
対
的
に
l
i
i
不
可
譲
的
に
専
有
す
る
(
忍
有
名
忌

2
8
)
も

の
と
し
て
保
証
す
る
(
対
内
閉
鎖
化
)
。
専
有
さ
れ
た
チ
ャ
ン
ス
は
「
権

利
(
同

2
芹
)
」
と
呼
ば
れ
る
」
(
者
各
q
g
N
N
H
一
九
七
一
一
一
七
一
一
良
)
。

「
内
的
或
い
は
外
的
な
関
心
を
満
た
す
チ
ャ
ン
ス
」
と
は
、
土
地
を

独
占
す
る
(
そ
し
て
そ
こ
か
ら
様
々
な
収
蕊
を
得
る
)
チ
ャ
ン
ス
か
も

し
れ
な
い
し
、
様
々
な
政
策
決
定
に
参
与
し
た
り
、
官
職
に
就
い
た
り

す
る
チ
ャ
ン
ス
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
神
の
栄
誉
へ
の
チ
ャ
ン

ス
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
よ
う
な
「
独
占
的
チ
ャ
ン

ス
」
を
閉
鎖
的
関
係
が
、
特
定
の
参
加
者
(
個
人
で
も
集
団
で
も
か
ま

わ
な
い
)
に
不
可
譲
的
に
専
有
す
る
も
の
と
し
て
保
証
す
る
場
合
、
そ

の
参
加
者
は
、
権
利
を
有
す
る
と
い
う
わ
け
だ
。

あ
る
参
加
者
が
あ
る
財
に
対
し
て
権
利
を
有
す
る
場
合
、
そ
の
財
へ

の
チ
ャ
ン
ス
は
そ
の
参
加
者
に
独
占
さ
れ
て
お
り
、
閉
鎖
的
関
係
の
外

部
の
者
に
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
内
部
の
他
の
成
員
に
対
し
て
も
そ
の

財
へ
の
チ
ャ
ン
ス
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
(
川
島
一
九
八
二
)
。
す
な
わ

ち
、
対
内
閉
鎖
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
独
占
的
チ
ャ
ン
ス
の
保
一
証
が
問
題
と
な
る
の
は
、
チ
ャ

ン
ス
が
希
少
で
あ
る
か
ら
だ
。
豊
か
な
土
地
や
官
職
が
あ
り
あ
ま
る
ほ

ど
あ
る
な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
、
権
利
な
ど
問
題
と
な
ら
な
い
。
権
利
が

必
要
な
理
由
は
、
希
少
な
チ
ャ
ン
ス
を
め
ぐ
っ
て
参
加
者
た
ち
が
関
争

し
、
社
会
関
係
の
存
続
そ
の
も
の
が
危
う
く
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
あ

る
。
実
際
、
歴
史
上
、
様
々
な
共
同
体
で
財
や
栄
誉
を
め
ぐ
っ
て
内
乱

や
分
裂
が
生
じ
て
き
た
の
は
、
罵
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
希

少
な
チ
ャ
ン
ス
を
〈
適
切
〉
に
配
分
し
、
参
加
者
間
の
闘
争
を
緩
和
す

る
(
す
な
わ
ち
権
利
を
保
証
す
る
)
こ
と
が
、
閉
鎖
的
関
係
(
そ
し
て

そ
の
参
加
者
た
ち
)
に
と
っ
て
重
要
な
関
心
事
と
な
る
だ
ろ
う
。

対
内
閉
鎖
化

ヴ
ェ

i
バ
ー
に
よ
れ
ば
、
閉
鎖
的
関
係
の
内
部
で
希
少
な
チ
ャ
ン
ス

を
配
分
す
る
に
は
、
間
開
放
的
な
ま
ま
に
お
か
れ
る
場
合
と
、
対
内
的
に

も
閉
鎖
化
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
開
放
的
な
配
分
と
は
、
閉
鎖
的
関
係

の
内
部
で
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
め
ぐ
っ
て
再
び
自
由
競
争
が
行
わ
れ
る
よ

う
な
状
態
を
指
す
(
詞
$
2
5
N
N
討
一
九
七
五
二
立
一
一
三
一
員
)
。
例
え
ば
、

試
験
や
競
売
が
開
放
的
配
分
で
あ
る
。
閉
鎖
的
配
分
(
討
対
内
閉
鎖
化
)

と
は
、
個
々
の
参
加
者
(
や
は
り
僧
人
で
も
集
団
で
も
か
ま
わ
な
い
)

に
チ
ャ
ン
ス
が
専
有
さ
れ
る
よ
う
な
状
態
を
指
す
(
君
。
σ
2
5
N
N
H
一

九
七
十
九
一
五
三
四
貰
)
。

実
擦
の
配
分
の
方
法
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
開
放
的
な
配
分
と
閉
鎖
的

配
分
と
い
う
つ
の
理
念
型
の
間
の
ど
こ
か
に
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

内
J
'

同・
n''』

二重の閉鎖化としての権利b 



完
全
に
開
放
化
さ
れ
た
な
ら
ば
、
閉
鎖
的
関
係
の
参
加
者
の
間
の
闘
争

は
緩
和
さ
れ
ず
、
彼
ら
は
競
争
の
リ
ス
ク
と
コ
ス
ト
に
さ
ら
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
従
っ
て
配
分
の
方
法
は
、
必
然
的
に
閉
鎖
的
配

分
、
す
な
わ
ち
、
対
内
閉
鎖
化
へ
の
傾
向
を
は
ら
む
こ
と
に
な
る
。
「
専

有
化
と
は
、
独
占
化
さ
れ
た
社
会
的
あ
る
い
は
経
済
的
チ
ャ
ン
ス
が
、

内
部
に
対
し
て
も
、
つ
ま
り
同
一
成
員
に
対
し
て
も
「
閉
鎖
化
」
さ
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
門
対
内
閉
鎖
化
の
〕
過
程
は
、
原
則
と
し
て
あ

ら
ゆ
る
〔
出
。
冒
は
引
用
者
]
ケ

i
ス
を
同
じ
よ
う
に
貫
徹
し
て
い
む
」

(
巧
各
号
S
N
N
H

一
九
七
五
一
五
一
一
一
志
頁
)
。

こ
の
よ
う
に
対
内
閉
鎖
化
(
す
な
わ
ち
権
利
の
生
成
)
は
、
必
然
的

に
貫
徹
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
で
も
ま
だ
問
題
は
解

決
し
な
い
。
チ
ャ
ン
ス
を
閉
鎖
的
に
配
分
す
る
場
合
に
も
、
ど
の
成
員

に
ど
れ
だ
け
の
分
け
前
を
配
分
す
る
か
と
い
う
問
題
は
残
る
。
閉
鎖
的

関
係
の
内
部
で
の
権
利
の
配
分
と
い
う
局
面
に
限
っ
て
考
え
れ
ば
、
状

況
は
完
全
に
ゼ
口
サ
ム
ゲ

l
ム
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
権
利
を
め
ぐ
っ

て
鋭
い
利
害
対
立
が
存
在
し
続
け
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
権
利
の

配
分
(
閉
鎖
的
配
分
)
を
い
か
に
し
て
行
う
か
、
と
い
う
問
い
が
こ
こ

で
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
間
い
に
答
え
る
た
め
に
は
、
閉
鎖
的
関
係
の
成
立
そ
の
も
の
に

ま
で
立
ち
返
る
必
要
が
あ
る
。
閉
鎖
的
関
係
を
形
成
し
、
そ
の
参
加
者

た
ち
と
外
部
の
人
々
の
間
に
境
界
線
を
引
く
こ
と
を
対
外
閉
鎖
化
(
厚

東
一
九
七
七
)
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
対
外
閉
鎖
化
こ
そ
問
う
必
要
が
あ
る

の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
、
閉
鎖
的
関
係
の
存
在
を
あ
た
か
も

の
ご
と
く
取
り
扱
っ
て
き
た
。
し
か
し
な
ぜ
、

権
利
は
、
開
放
的
関
係
で
は
な
く
、
閉
鎖
的
関
鋲
に
お
い
て
、
保
証
さ

れ
る
も
の
な
の
か
。
そ
れ
は
、
決
し
て
ヴ
ェ

i
パ
!
の
気
ま
ぐ
れ
で
は

な
く
、
権
利
は
必
然
的
に
閉
鎖
的
関
係
を
必
要
と
す
る
の
だ
。
議
論
を

先
取
り
す
れ
ば
、
対
内
閉
鎖
化
と
対
外
閉
鎖
化
は
、
社
会
的
関
鎖
化
と

い
う
単
一
の
社
会
過
程
の
持
つ
二
つ
の
側
面
な
の
で
あ
る
。
二
重
の
閉

鎖
と
は
、
閉
鎖
化
が
二
回
、
順
次
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
同
時
に
、

単
一
の
現
象
と
し
て
生
じ
る
の
で
あ
る
。
権
利
が
こ
の
よ
う
な
過
程
の

中
で
生
じ
て
い
く
の
を
以
下
、
我
々
は
考
察
す
る
こ
と
に
な
る
。

6 

3 

結
託
形
成
と
し
て
の
対
外
閉
鎖
化

そ
れ
で
は
、
権
利
を
生
成
す
る
対
外
閉
鎖
化
の
過
程
と
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
か
。
ヴ
ェ

i
バ
ー
に
よ
れ
ば
、
対
外
閉
鎖
化
、
が
発
生
す

る
条
件
は
、
対
内
閉
鎖
化
と
同
様
、
行
為
者
の
「
内
的
或
い
は
外
的
な

関
心
を
満
た
す
チ
ャ
ン
ス
」
の
希
少
性
で
あ
る
。
チ
ャ
ン
ス
の
希
少
性

は
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
闘
争
の
可
能
性
を
生
み
出
す
。
す
な
わ
ち
、
希
少

な
チ
ャ
ン
ス
を
め
ぐ
る
行
為
者
の
間
の
潜
在
的
な
闘
争
な
い
し
競
争
の

状
態
が
、
対
外
閉
鎖
化
の
発
生
す
る
条
件
な
の
で
あ
る
。
「
あ
ら
ゆ
る

形
態
の
共
同
体
に
非
常
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
経
済
に
よ
る
制
約
的
様

式
は
、
経
済
的
チ
ャ
ン
ス
i
l
l
官
職
、
顧
客
関
係
、
先
取
的
利
得
へ
の

機
会
、
労
働
利
得
へ
の
機
会
、
等
々
I
B
I
-
-
j

を
め
ぐ
る
競
争
に
よ
っ
て
生

み
出
さ
れ
る
。
獲
得
活
動
空
間
に
比
べ
て
競
争
者
の
数
が
相
対
的
に
多

く
な
る
に
つ
れ
、
競
争
を
な
ん
ら
か
の
や
り
方
で
緩
和
し
よ
う
と
す
る



競
争
関
与
者
の
利
害
関
心
が
増
大
す
る
。
こ
の
こ
と
が
通
常
行
な
わ
れ

る
形
態
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
〔
現
実
の
あ
る
い
は
潜
在
の
]

競
争
相
手
の
一
部
に
該
当
す
る
・
な
ん
ら
か
の
外
的
に
確
定
し
う
る
メ

ル
ク
マ
ー
ル
i

人
種
、
一
一
一
日
語
、
宗
派
、
出
身
地
、
社
会
的
出
自
、
血

統
、
居
住
地
等
々
1
1
1
1

が
、
他
の
者
に
よ
っ
て
、
競
争
相
手
を
排
斥
す

る
た
め
の
機
縁
と
し
て
用
い
ら
れ
る
、
と
い
う
形
式
が
そ
れ
で
あ
る
」

(当
$
2
5
N
N
H
一
九
七
五
一
五
一
一
一
二
頁
)
。

ゲ
ー
ム
論
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
ヴ
ェ

i
バ
!
の
一
一
一
一
向
う
チ
ャ
ン
ス
は

利
得
(
宮
古
山
)
、
競
争
状
態
(
原
理
的
に
は
暴
力
的
な
闘
争
状
態
で

も
可
。
)
は
、
一
種
の
〈
ゲ

i
ム
〉
、
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
利

害
の
対
立
が
(
少
な
く
と
も
潜
在
的
に
は
)
存
在
し
、
複
数
の
プ
レ
ー

ヤ
ー

(
H
行
為
者
)
が
己
の
利
得
を
高
め
る
た
め
に
、
様
々
な
戦
略
を

駆
使
す
る
よ
う
な
状
態
で
あ
る
。
行
為
者
の
様
々
な
欲
求
充
足
の
チ
ャ

ン
ス
の
希
少
性
は
、
こ
の
よ
う
な
ゲ

i
ム
の
構
造
を
作
り
上
げ
る
だ
ろ

①
 
〉フ。
ホ
ッ
ブ
ス
の
秩
序
問
題
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
競
争

状
態
に
お
け
る
「
万
人
の
万
人
に
対
す
る
鴎
争
」
は
合
理
的
で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
た
ち
は
互
い
の
利
害
対
立
を
と
り
あ
え
ず
P

棚

上
げ
d

に
し
て
協
力
し
あ
う
方
が
常
に
高
い
利
得
を
得
ら
れ
る
(
チ
ャ

①
 

ン
ス
が
あ
る
)
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
資
源
の
希
少
性
ゆ
え
に
プ

レ
ー
ヤ
ー
た
ち
が
競
争
状
態
に
あ
る
場
合
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
た
ち
の
一
部

が
協
力
し
て
、
残
り
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
対
抗
す
る
可
能
性
が
生
じ
る
の

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
た
ち
の
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
結
合
(
〈

28

m
g忌
R
E
F
E
m
)
を
、
ゲ
ー
ム
理
論
で
は
、
結
託

(
8住
民
。
ロ
)
と

い
う
。
も
う
少
し
厳
密
に
い
え
ば
次
の
よ
う
に
定
義
で
き
る
。
す
な
わ

ち
、
複
数
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
た
ち
が
協
力
し
あ
っ
て
、
自
分
た
ち
の
利
得

の
合
計
を
最
大
化
す
る
た
め
に
、
あ
た
か
も
一
人
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ

る
か
の
ご
と
く
ゲ

i
ム
を
プ
レ
ー
す
る
場
合
、
こ
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
集

合
を
結
託
と
呼
ぶ
(
沼

2
5
8ロ
除
認
定
問
。
ロ
ω
件
。
吋
ロ
思
念
行
一
九
七

一
一
/
一
九
七
三
)
。
結
託
の
形
成
は
、
ば
ら
ば
ら
に
プ
レ
ー
す
る
よ
り

も
、
集
合
的
に
は
常
に
合
理
的
で
あ
る
。
こ
の
結
託
に
一
部
の
プ
レ
ー

ヤ
ー
の
み
が
含
ま
れ
、
そ
の
他
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
排
斥
さ
れ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
こ
そ
が
、
ヴ
ェ

i
パ
!
の
考
え
た
対
外
閉
鎖
化
で
あ
旬
。

し
か
も
、
ヴ
ェ

l
バ
ー
に
よ
れ
ば
、
閉
鎖
化
と
は
、
単
に
一
部
の
競

争
相
手
が
排
斥
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
一
種
の
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
結

⑦
 

合
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
も
含
意
す
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
ヴ
ェ

i

バ
i
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
共
同
に
〔
他
の
競
争
相
手
を
排

斥
し
て
〕
行
為
す
る
競
争
者
た
ち
は
、
お
互
い
の
間
に
競
争
が
継
続
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
部
に
対
し
て
は
一
つ
の
「
利
害
共
同
体
」

と
な
る
。
そ
こ
か
ら
、
合
理
的
な
秩
序
を
持
ち
・
何
ら
か
の
形
を
し
た

「
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
結
合
」
が
形
成
さ
れ
う
る
よ
う
な
傾
向
が
増
大
す

る
」
(
当
$
2
5
N
N
H
一
九
七
五
一
五
三
ニ
頁
)
。
先
述
の
通
り
、
他
の
プ

レ
ー
ヤ
ー
を
排
斥
す
る
た
め
に
は
お
互
い
に
協
力
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
対
外
閉
鎖
化
は
、
必
然
的
に
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
結
合
を
帰

結
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
対
外
開
鎖
化
と
は
外
部
に
対
し
て
は

二重の閉鎖化としての権利



他
者
を
排
斥
す
る
と
問
時
に
、
内
部
に
対
し
て
は
集
団
と
し
て

性
を
与
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
る
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
結
合
は
、
閉
鎖
的

関
係
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
閉
鎖
的
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
結
合
と

呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
閉
鎖
的
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
結
合
の
内
部
に
お

い
て
も
「
利
害
の
対
立
そ
の
も
の
は
も
と
よ
り
、
他
の
チ
ャ
ン
ス
の
競

争
は
そ
の
ま
ま
存
続
す
る
」
(
当
$
2
3
N
N
H
一
九
七
二
一
六
八
頁
)
こ

と
で
あ
る
。
先
述
の
通
り
、
結
託
(
リ
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
結
合
)
の
参

加
者
た
ち
は
、
い
っ
た
ん
は
科
書
の
対
立
を
〈
棚
上
げ
〉
に
し
て
、
あ

た
か
も
一
人
の
ブ
レ

i
ヤ
ー
で
あ
る
か
の
ご
と
く
協
力
し
あ
う
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
結
託
形
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
利
得
の
配
分
を
め

ぐ
っ
て
、
利
害
対
立
が
再
燃
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
二

節
で
み
た
よ
う
な
対
内
閉
鎖
化
の
発
生
す
る
契
機
と
な
る
(
百
伊
東
一

九
七
七
)
。

し
か
し
、
仮
に
、
あ
る
閉
鎖
的
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
結
合
A
が
、
あ
ま

り
に
も
低
い
利
得
し
か
一
部
の
参
加
者
た
ち
に
配
分
し
な
い
と
す
れ
ば
、

す
な
わ
ち
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
し
か
彼
ら
に
権
利
を
配
分
し
な
い
と
す
れ

ば
、
彼
ら
は
、
閉
鎖
的
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
結
合
A
を
離
れ
て
し
ま
う
か

も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
彼
ら
は
、
他
の
閉
鎖
的
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト

結
合
B
に
加
わ
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、

閉
鎖
的
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
結
合
A
そ
の
も
の
を
解
体
さ
せ
て
し
ま
い
か

ね
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
閉
鎖
的
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
結
合
A
は
、
そ
の
参

加
者
た
ち
に
、
彼
ら
が
そ
の
外
部
に
い
る
場
合
よ
り
も
、
常
に
多
く
の

権
利
(
利
得
)
を
配
分
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
複
雑
な
事
態
を
、
よ
り
形
式
的
、
か
つ
明
確
に
述
べ

る
た
め
に
、
協
力
ゲ

i
ム
に
お
け
る
曹
安
定
仔

ω
Z
S
E
E
U
1
)
と
い

う
概
念
を
用
い
る
こ
と
に
し
よ
う
。

4 

重
の
閉
鎖
化
と
し
て
の
権
利

V
安
定

曹
安
定
と
は
、
特
性
関
数
形
の

n
人
協
力
ゲ

i
ム
の
解
の
一
種
で
あ

る(州、

-50h仲
間
乱
町
内
向

5
3コ
コ
ア
や
ノ
イ
マ
ン
・
モ
ル
ゲ
ン
シ
ュ
テ

ル
ン
解
の
よ
う
な
他
の
解
は
、
一
般
に
利
得
の
配
分
に
の
み
言
及
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
曹
安
定
は
結
託
構
造
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
点
に
そ

の
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
曹
安
定
は
、
い
か
な
る
閉
鎖
的

ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
結
合
の
も
と
で
、
い
か
な
る
閉
鎖
的
配
分
が
発
生
し

う
る
か
に
つ
い
て
論
じ
る
場
合
に
、
最
も
適
し
た
概
念
と
考
え
ら
れ
る
。

普
通
の
協
力
ゲ

i
ム
で
は
、
全
一
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
任
意
の
部
分
集
合
が
、

結
託
を
形
成
で
き
る
と
考
え
る
。

n
人
ゲ

i
ム
で
あ
れ
ば
、

2
の

n
乗

通
り
の
結
託
が
考
え
ら
れ
、
そ
の
す
べ
て
が
形
成
で
き
る
と
す
る
。
し

か
し
、
今
、
我
々
は
社
会
的
閉
鎖
化
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

閉
鎖
化
の
た
め
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
(
血
統
、
性
別
、
国
籍
、
資
格
、
等

昏

々
)
の
数
は
、
一
般
に
は
2
の

n
乗
よ
り
少
な
い
。
曹
安
定
は
、
所
与

の
状
況
に
お
い
て
、
形
成
可
能
な
結
託
が
眼
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提

と
す
る
概
念
な
の
で
あ
る
。
軍
安
定
の
厳
密
に
形
式
的
な
定
義
は
付
録

a『
・

4
1



に
ま
わ
す
こ
と
に
し
て
、
以
下
の
協
力
ゲ

i
ム
を
例
に
曹
安
定
の
性
質

に
つ
い
て
論
じ
て
み
よ
う
。

次
の
よ
う
な
特
性
関
数
形
の
3
人
協
力
ゲ

i
ム
の
仮
想
例
を
考
え
て

み
よ
う
。

3
人
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
、
ー
、

2
、
3
と
名
づ
け

る
。
そ
し
て
、
形
成
可
能
な
結
託
と
そ
の
と
き
得
ら
れ
る
利
得
は
以
下

の
通
り
と
す
る
。

〈
(
{
]
{
}
)
M
M

ぐ
(

{

N

}

)

引

ぐ

(
{
ω
}
)
H
O

ぐ
(
{
Y
N
}
)
持
一
f
J
1
(
{
N
W
ω
}
)
H
0

・∞

J
1
(
{
H
W
N
W
ω
}
)
u
u
H
 

J1

は
特
性
関
数
を
示
す
。
特
性
関
数
と
は
形
成
可
能
な
結
託
が
得
る
こ

と
の
で
き
る
利
得
の
値
を
示
す
。
ス
{
Y
N
}
)
自

H

と
は
、
正
確
に
は

「
仮
に
プ
レ
ー
ヤ
ー
ー
と
2
が
結
託
を
形
成
し
た
な
ら
ば
、
ー
と
2
は

最
抵
で
も
合
計
1
の
期
待
利
得
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
結
託
が
形
成
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
個
々
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
は

ば
ら
ば
ら
に
プ
レ
ー
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
と
き
プ
レ
ー
ヤ
ー
た
ち

の
利
得
は
そ
れ
ぞ
れ
0
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
、

ぐ
(
{
]
{
}
)
H
J
1
(
{
N
}
)
H
〈

(
{
ω
}
)
討
。

で
一
ホ
さ
れ
て
い
る
。

{
H
Y
{
N
}
w
{
ω
}

は
そ
れ
ぞ
れ
プ
レ
ー
ヤ
ー
ー
、

2
、
3
、
一
人
か
ら
な
る
集
合
を
一
ホ
す
。
結
託
{
ゲ

ω}
が
存
在
し
な

い
の
は
、
適
当
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
無
い
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
結
託

は
形
成
で
き
な
い
と
仮
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

プ
レ
ー
ヤ
ー
は
、
伺
時
に
二
つ
の
結
託
に
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
一
方
の
結
託
の
利
得
の
合
計
を
最
大
化
す
る
よ
う
行

為
す
る
場
合
、
他
方
の
結
託
の
利
得
の
合
計
を
も
最
大
化
す
る
よ
う
に

①
 

行
為
す
る
こ
と
は
、
一
般
に
は
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
プ

レ
ー
ヤ
ー
2
は
、
結
託

{

Y

N

}

を
形
成
し
た
な
ら
ば
、
同
時
に
、
結

託
{
N
W
ω
}

は
作
れ
な
い
。
従
っ
て
こ
の
場
合
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
2
は
ど

の
結
託
に
参
加
す
る
か
(
ま
た
は
ど
の
結
託
に
も
参
加
し
な
い
か
)
を

選
ぶ
こ
と
に
な
る
。

こ
の
と
き
、
選
択
基
準
は
、
「
ど
の
結
託
に
参
加
し
た
方
、
が
高
い
利

得
の
配
分
が
得
ら
れ
る
か
い
に
な
る
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
の
と
き
、
「
ど

ち
ら
の
閉
鎖
的
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
結
合
の
方
が
規
範
的
に
統
合
さ
れ
て

い
る
か
ヘ
と
い
っ
た
そ
の
他
の
要
因
は
考
慮
の
対
象
と
は
な
ら
な
い

(
も
ち
ろ
ん
、
副
次
的
に
は
重
要
か
も
し
れ
な
い
)
。
そ
の
よ
う
な
ゲ

⑬
 

ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
結
合
は
形
成
可
能
だ
と
い
う
諒
解
関
係
が
、
プ
レ
ー

ヤ
ー
た
ち
に
共
有
さ
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。
こ
れ
は
協
力
ゲ

i
ム
の
理
論

の
知
見
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
ヴ
ェ

i
バ
i
自
身
の
見
解
で
も
あ
る
。

「
個
々
の
〔
閉
鎖
化
の
〕
事
例
に
お
い
て
、
こ
の
〔
閉
鎖
化
の
〕
メ
ル

ク
マ
ー
ル
が
何
で
あ
る
か
は
重
要
で
な
い
。
と
い
う
の
は
、
手
近
に
与

え
ら
れ
た
メ
ル
ク
マ

i
ル
が
選
ば
れ
る
の
が
し
ば
し
ば
で
あ
る
か
ら
で

あ
る
」
(
当
$

2

5

N

N

H

一
九
七
五
一
五
一
一
三
頁
)
。

そ
れ
で
は
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
2
は
1
、
3
の
ど
ち
ら
と
結
託
を
組
ん
だ

方
が
高
い
利
得
の
配
分
が
得
ら
れ
る
の
か
。
あ
る
い
は
、

3
人
全
員
で

結
託
を
組
む
か
、
そ
れ
と
も
結
託
を
組
ま
ず
に
3
人
ば
ら
ば
ら
で
あ
る

方
が
よ
い
か
。
ま
ず
、

3
人
ば
ら
ば
ら
だ
と
全
員
利
得
は
0
だ
か
ら
、

結
託
を
組
ん
だ
方
が
高
い
利
得
を
得
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。
従
っ
て
、

ニ震の閉鎖イヒとしての権利9 



常
に
結
託
形
成
へ
の
誘
因
が
存
在
す
る
。
そ
れ
で
は

3
人
全
員
で
結
託

を
組
む
の
は
ど
う
か
。
こ
れ
も
合
理
的
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
プ
レ
ー

ヤ
ー
ー
、

2
の
2
人
だ
け
で
も
同
じ
ー
と
い
う
利
得
を
得
ら
れ
る
か
ら
、

常
に
プ
レ
ー
ヤ
ー

3
を
排
斥
す
る
誘
因
が
働
く
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
プ
レ
ー
ヤ
ー

2
は
、
結
託

{
Y
N
}

と

{
N
w
g

の
ど

ち
ら
を
形
成
し
た
方
が
高
い
利
得
を
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら

い
え
ば
、
{
ゲ
忠
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
結
託
{
戸

ω}
が
ど
の
よ
う

に
利
得
を
艶
分
し
て
も
、
こ
の
結
託
は
崩
壊
へ
の
傾
向
を
持
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
結
託

{
M
u
ω
}

が
形
成
さ
れ
、
。
・
∞
の
利
得

を
等
分
し
て
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
2
、
3
が

0

・
品
、
ず
つ
の
利
得
を
得
た
と

し
よ
う
。
こ
の
と
き
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
ー
、

2
、
3
の
利
得
は
そ
れ
ぞ
れ

(
P
0
・A
r
c
-
品
)
と
な
る
。
し
か
し
、
必
ず
プ
レ
ー
ヤ
ー

2
は
プ
レ
ー

ヤ
ー
ー
に
引
き
抜
か
れ
て
し
ま
う
。
仮
に
プ
レ
ー
ヤ
ー
ー
が
プ
レ
ー

ヤ
ー
2
に
対
し
て
「
も
し
も
自
分
と
結
託
を
組
ん
で
く
れ
た
な
ら
ば
、

得
ら
れ
た
利
得
ー
の
う
ち

C
・
訟
を
あ
な
た
に
配
分
し
よ
う
。
」
と
提

案
し
た
と
し
よ
う
。
プ
レ
ー
ヤ
ー
2
は
結
託

{
Y
N
}

を
形
成
し
た
方

が
高
い
利
得
を
得
ら
れ
る
か
ら
、
結
託

{
Y
N
}

を
形
成
す
る
だ
ろ
う
。

プ
レ
ー
ヤ
ー
ー
の
利
得
も

0
・5

で
、
結
託

{
N
W
ω
}

の
と
き
よ
り
も

高
い
利
得
、
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
ー
、

2
、

3
の
利
得
は
そ
れ
ぞ
れ

(
0
・5
W

0
・g
w
C
)

と
な
る
。
結
託

{
N
w
g

は
プ
レ
ー
ヤ
ー
2
に
対
し
て

0
・
∞
よ
り
大
き
な
利
得
は
配
分
で
き
な

い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
結
託

{
Y
N
}

は
。
・
∞
よ
り
大
き
な
利
得
を
配

分
で
き
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

{
r
N
}

の
み
が
形
成
さ
れ
、

プ
レ
ー
ヤ
ー
ー
と
2
は
合
計
1
の
利
得
を
獲
得
し
、
プ
レ

l
ヤ
i
3
は、

結
託
を
形
成
で
き
ず
、
利
得
は

0
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

WA
安
定
に
お

い
て
は
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
ー
と
2
は
対
外
閉
鎖
化
に
成
功
し
、
プ
レ
ー
ヤ
ー

3
は
排
斥
さ
れ
る
。
問
題
は
、
結
託

{
Y
N
}

の
内
部
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
な
利
得
の
配
分
(
刊
行
対
内
閉
鎖
化
)
が
な
さ
れ
る
か
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
上
の
議
論
か
ら
も
示
唆
さ
れ
る
よ
う
に
決
し
て
等
分
に
は

な
ら
な
い
。
プ
レ
ー
ヤ
ー

2
が
0

・
∞
以
上
の
利
得
を
独
占
し
、
J

プ
レ
ー

ヤ
ー
ー
の
得
ら
れ
る
利
得
は
(
)
・
N

以
下
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
プ
レ
ー

ヤ
ー
ー
、

2
、
3
の
利
得
を
そ
れ
ぞ
れ
、

y

w

F

W

F

と
す
る
と
、
曹

安
定
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

〔

(
{
H
W
N
Y
{
ω
}
γ
(
F
W
M円
守

山

内

ω

)

]

。〈

Y
肌
0
・N
W
φ

・∞山肌}州
N

〈
一
ケ
}
同
ω
H
O

ハリー

ニ
一
一
患
の
閉
鎖
化
と
し
て
の
権
利

暫
安
定
に
関
す
る
議
論
で
重
要
な
点
は
、
ど
の
結
託
が
形
成
さ
れ
る

か
と
い
う
問
題
と
、
利
得
配
分
の
問
題
が
分
か
ち
難
く
連
動
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
結
託
形
成
の
後
に
、
改
め
て
利
得
を
配
分
す
る
の
で
は
決

し
て
な
い
。
結
託
の
形
成
は
利
得
の
配
分
に
影
響
さ
れ
、
利
得
の
配
分

は
、
結
託
の
形
成
に
影
響
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
対
外
閉
鎖
化
と
対

内
閉
鎖
化
の
間
に
も
、
そ
の
ま
ま
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

既
述
の
通
り
、
対
外
閉
鎖
化
と
は
、
競
争
相
手
を
排
斥
す
る
た
め
の

閉
鎖
的
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
結
合
の
形
成
で
あ
る
。
こ
の
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ

ト
結
合
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
は
、
参
加
者
た
ち
に
、
チ
ャ
ン
ス
を
さ

a
4

・・
n
t



ら
に
閉
鎖
的
か
つ
適
切
に
配
分
す
る
こ
と
で
、
他
の
対
抗
す
る
ゲ
ゼ
ル

シ
ャ
フ
ト
結
合
に
参
加
者
を
引
き
抜
か
れ
な
い
よ
う
に
せ
ね
ば
な
ら
な

⑪
 
い
。
す
な
わ
ち
、
対
内
閉
鎖
化
は
対
外
閉
鎖
化
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠

な
要
素
で
あ
り
、
対
外
閉
鎖
化
は
対
内
閉
鎖
化
の
前
提
を
構
成
す
る
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ま
で
、
あ
た
か
も
対
外
閉
鎖
化
と
対
内
閉
鎖
化
と
い

う
別
個
の
社
会
過
程
が
あ
る
か
の
ご
と
く
議
論
を
進
め
て
き
た
。
し
か

し
、
対
外
閉
鎖
化
と
対
内
閉
鎖
化
は
、
別
個
の
社
会
過
程
と
い
う
よ
り

も
、
む
し
ろ
社
会
的
閉
鎖
化
と
い
う
単
一
の
社
会
過
程
の
二
つ
の
側
面

と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
権
利
(
そ
し
て
閉
鎖
的
ゲ
ゼ
ル

シ
ャ
フ
ト
結
合
)
は
二
重
の
閉
鎖
化
に
よ
っ
て
、
生
成
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
繰
り
返
す
が
、
我
々
(
と
ヴ
ェ

i
パ
!
)
の
議
論
に
お
い
て
は
、

二
重
の
閉
鎖
化
と
は
、
閉
鎖
化
が
二
回
行
わ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の

で
は
な
く
、
閉
鎖
化
と
い
う
単
一
の
現
象
が
必
然
的
に
内
外
の
再
面
に

わ
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
音
山
味
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
閉
鎖
化
は
一

重
で
も
二
一
重
で
も
な
く
、
常
に
、
一
の
で
あ
る
。

5 

権
利
の
不
平
等
な
配
分

二
重
の
不
平
等

こ
の
よ
う
に
し
て
、
曹
安
定
な
閉
鎖
的
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
結
合
が
形

成
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
参
加
者
た
ち
は
、
安
定
し
た
権
利
を
得
ら
れ
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
四
・
一
節
の
仮
想
例
を
見
れ
ば
解
る
よ
う
に
、

wa安

定
で
あ
っ
て
も
、
権
利
は
必
ず
し
も
平
等
に
配
分
さ
れ
な
い
。
し
か
も
、

こ
れ
は
、
二
重
の
意
味
で
不
平
等
で
あ
る
。
第
一
に
、
閉
鎖
的
ゲ
ゼ
ル

E
J
-
e
i
 

シ
ャ
フ
ト
結
合
の
内
部
と
外
部
の
間
で
、
権
利
の
不
平
等
が
生
じ
う
る
。

第
一
一
に
、
閉
鎖
的
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
結
合
の
参
加
者
の
聞
で
も
、
必
ず

し
も
権
利
は
平
等
に
配
分
さ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
対
内
閉
鎖
化
の
過

程
で
、
閉
鎖
的
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
結
合
の
内
部
で
も
不
平
等
が
発
生
し

う
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
厳
密
な
数
学
的
論
証
は
付
録
に
ま
わ
す
と
し
て
、
権
利
が

⑫
 

平
等
に
配
分
さ
れ
な
い
た
め
の
必
要
十
分
条
件
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ

よ
う
。
以
下
の
一
一
一
つ
の
条
件
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
、
一
つ
以
上
が
満
た

さ
れ
た
場
合
、
平
等
な
権
利
の
配
分
は
、
曹
安
定
に
な
ら
な
い
。
す
な

わ
ち
、
権
利
の
平
等
な
配
分
は
実
現
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
権
利
の
平

等
な
配
分
と
は
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
全
員
が
結
託
を
構
成
し
、
得
ら
れ
た
利

得
の
総
和
を
す
べ
て
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
簡
で
等
分
す
る
よ
う
な
状
態
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
状
態
を
平
等
状
態
と
呼
ぶ
と
す
る
と
、
平

等
状
態
が
、

V
安
定
な
ら
ば
、
そ
れ
は
実
現
可
能
だ
し
、
曹
安
定
で
な

け
れ
ば
、
実
現
不
可
能
だ
ろ
う
。

条
件
i

プ
レ
ー
ヤ
ー
全
員
に
よ
る
結
託
が
形
成
可
能
で
あ
る
と
い

う
諒
解
関
係
が
プ
レ

i
ヤ
i
た
ち
に
共
有
さ
れ
て
い
な
い
場
合
。
こ
の

場
合
、
権
利
の
平
等
な
配
分
は
不
可
能
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
よ

う
な
諒
解
関
係
が
無
い
場
合
、
ブ
レ

i
ヤ
i
全
員
が
結
託
を
形
成
す
る

こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
従
っ
て
、
閉
鎖
的
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
結
合
か
ら

排
斥
さ
れ
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
存
在
す
る
か
ら
、
権
利
の
配
分
は
平
等
に

な
ら
な
い
。

条
件
2

平
等
状
態
で
得
ら
れ
る
利
得
よ
り
も
、
単
独
で
。
プ
レ
ー
し

ニ重の閉鎖化としての権利11 



た
方
が
高
い
利
得
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
一
人
で
も
存
在

す
る
場
合
。
仮
に
こ
の
よ
う
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
存
在
す
れ
ば
、
彼
は
、

結
託
か
ら
離
れ
て
、
よ
り
高
い
利
得
を
得
ょ
う
と
す
る
だ
ろ
う
か
ら
、

や
は
り
、
権
利
の
平
等
な
配
分
は
不
可
能
で
あ
る
。

条
件
3

平
等
状
態
で
得
ら
れ
る
利
得
よ
り
も
、
一
部
の
他
の
プ

レ
i
ヤ
i
た
ち
と
閉
鎖
的
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
結
合
を
形
成
し
た
方
、
が
、

高
い
利
得
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
た
ち
の
集
合
が
一
つ
で
も

存
在
す
る
場
合
。
こ
の
よ
う
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
た
ち
が
存
在
す
る
場
合
、

彼
ら
は
、
必
ず
平
等
状
態
を
破
壊
し
て
、
よ
り
高
い
利
得
を
得
ょ
う
と

す
る
だ
ろ
う
か
ら
。

繰
り
返
す
が
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
条
件
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
、
一
つ

以
上
が
満
た
さ
れ
た
場
合
、
平
等
な
権
利
の
配
分
は
実
現
で
き
な
い
。

こ
れ
ま
で
、
多
く
の
社
会
で
、
権
利
が
平
等
に
配
分
さ
れ
な
か
っ
た
と

す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
社
会
は
、
三
つ
の
条
件
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
、

つ
以
上
を
満
た
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
旬
。

社
会
契
約
理
論
の
閉
鎖
理
論
的
発
農

ヴ
ェ

i
バ
ー
に
よ
れ
ば
、
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
結
合
を
形
成
す
る
契
機

は
、
典
型
的
に
は
利
害
の
一
致
に
よ
る
契
約
で
あ
る
。
閉
鎖
的
ゲ
ゼ
ル

シ
ャ
フ
ト
結
合
を
形
成
す
る
際
に
、
そ
の
参
加
者
た
ち
は
、
明
示
的
に

し
ろ
黙
示
的
に
し
ろ
、
チ
ャ
ン
ス
の
配
分
に
つ
い
て
合
意
し
、
「
契
約
」

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
契
約
に
よ
っ
て
、
閉
鎖
的
ゲ
ゼ
ル
シ

ャ
フ
ト
結
合
を
形
成
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
権
利
は
生
成
さ
れ
る
と
考

F
円
Jv

・n
J
'
M

え

ら

れ

る

。

こ

の

よ

う

な

議

論

は

、

こ

ぶ

る

近

い

。

言

い

換

え

れ

ば

、

本

稿

は

、

引

鎖

化

と

い

う
観
点
か
ら
発
展
さ
せ
た
も
の
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿

が
、
社
会
契
約
論
と
決
定
的
に
違
う
の
は
、
二
重
の
閉
鎖
化
と
い
う
観

点
を
と
る
こ
と
で
、
権
科
の
不
平
等
な
配
分
が
生
じ
る
可
能
性
を
そ
の

射
程
に
入
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
換
一
一
一
一
閃
す
れ
ば
、
社
会
契
約
論
は
、
平

等
状
態
と
い
う
特
殊
な
状
態
し
か
考
慮
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

確
か
に
社
会
契
約
論
者
が
考
え
る
よ
う
な
平
等
な
権
利
の
配
分
は
、

場
合
に
よ
っ
て
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
し
ば
し
ば
、
そ
の
よ
う
な

社
会
契
約
そ
の
も
の
か
ら
排
斥
さ
れ
る
人
々
が
存
在
し
う
る
し
、
仮
に
、

閉
鎖
的
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
結
合
の
内
部
に
参
与
で
き
た
と
し
て
も
、
そ

の
内
部
で
す
ら
、
平
等
が
実
現
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。
権

利
は
、
自
分
に
有
利
な
閉
鎖
的
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
結
合
の
形
成
に
成
功

⑬
 

し
た
者
た
ち
に
と
っ
て
は
、
〈
自
然
〉
権
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
そ
こ
か
ら
排
除
さ
れ
た
者
た
ち
(
そ
し
て
相
対
的
に
不
利
な
権

に

と

っ

て

は

、

い

だ

ろ

フ。
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こ
の
よ
う
な
社
会
的
閉
鎖
化
の
過
震
は
、
閉
鎖
化
の
た
め
の
専
門
ス

タ
ッ
フ
の
発
生
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
る
。
コ
閉
鎖
的
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト

結
合
が
形
成
さ
れ
た
後
〕
、
独
占
へ
の
利
害
が
持
続
す
る
な
ら
、
:
:
・

競
争
を
制
捜
す
る
た
め
に
独
占
を
許
す
よ
う
な
秩
序
が
制
定
さ
れ
、
さ

ら
に
、
そ
の
秩
序
を
・
:
・
貫
徹
す
る
こ
と
に
常
に
定
位
し
た
人
員
が
、

と

も

か

く

も

と

し

そ

う

い

う

時

点



が
や
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ
の
時
点
に
至
れ
ば
、
利
害
共
同
体
は
「
法

共
同
体
(
同
ゅ
の

ygmoszg与
え
門
)
」
に
転
化
し
、
関
与
者
は
「
法
仲

間
」
に
な
る
の
で
あ
る
。
共
同
体
の
こ
の
よ
う
な
「
閉
鎖
化
」
へ
の
過

程
は
i
i
iわ
れ
わ
れ
は
今
の
べ
た
一
連
の
過
程
を
こ
う
よ
び
た
い
の
だ

が
i
i
i類
型
的
に
繰
返
さ
れ
る
過
穫
で
あ
る
」
(
司
各

q
g
N
N
H
一
九

七
五
一
五
一
一
一
二
頁
)
。
こ
の
よ
う
に
、
ヴ
ェ

i
バ
i
は
法
、
あ
る
い
は
、

法
を
共
有
す
る
共
同
体
を
閉
鎖
化
に
よ
っ
て
基
礎
守
つ
け
て
い
た
の
で
あ

り
、
閉
鎖
化
と
法
共
同
体
の
間
を
つ
な
ぐ
結
節
点
と
な
る
の
が
、
権
利

な
の
で
あ
る
。

注
①
任
意
の
ニ
集
団
に
関
し
て
序
列
が
定
ま
ら
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
集

団
の
と
る
戦
略
は
、
排
除
な
の
か
奪
取
な
の
か
も
定
ま
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、
パ

i
キ
ン
の
後
継
者
た
ち
は
す
べ
か
ら

く
階
級
/
階
層
論
者
と
見
な
せ
る
。
た
だ
し
、
コ
リ
ン
ズ
や
ブ
ル
デ

ュ
i
が
、
本
当
に
〈
閉
鎖
理
論
〉
と
言
え
る
の
か
ど
う
か
は
本
橋
の

範
簡
を
超
え
る
問
題
で
あ
る
。

②
こ
の
よ
う
な
議
論
は
、
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
オ
リ
i
(高
坂
一
九
八
八
)

の
立
場
か
ら
の
新
古
典
的
理
論
構
築
(
居
。
。
。

z
z
r巳
H
，
F
守

。
門
町
一
口
問
)
(
司
ω吋ω円
。
出
∞
品
)
の
試
み
の
一
つ
で
あ
る
と
も
位
置
づ
け

ら
れ
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
以
下
の
引
用
文
の
訳
は
原
則
と
し
て
邦
訳

に
従
っ
た
が
、
訳
文
の
統
一
の
た
め
に
、
一
部
訳
語
を
変
更
し
て
い

る
部
分
も
あ
る
。

③
ヴ
ェ

i
パ
l
は
対
内
閉
鎖
化
と
専
有
を
ほ
ぼ
同
じ
事
態
を
指
す
の
に

使
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
た
だ
し
、
以
下
の
点
で
両
者
は
異
な

る
意
味
を
持
つ
。
す
な
わ
ち
、
専
有
は
、
行
為
主
体
と
チ
ャ
ン
ス
と

の
関
係
を
示
す
の
に
対
し
、
対
内
閉
鎖
化
は
複
数
の
行
為
主
体
の
聞

の
関
係
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

?
チ
ャ
ン
ス
の
希
少
性
は
、
厳
密
な
意
味
で
は
競
争
や
利
害
対
立
の
必

要
条
件
で
も
十
分
条
件
で
も
な
い
。
非
排
他
的
な
公
共
財
の
場
合

(叫，

m
q
F吋
お
∞
吋
)
を
考
え
よ
。
し
か
し
、
チ
ャ
ン
ス
の
希
少
性
が
し

ば
し
ば
競
争
や
利
害
対
立
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
ヴ
ェ

i
パ
l
の
主

張
は
、
概
ね
承
認
で
き
る
も
の
だ
ろ
う
。

⑤
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
優
加
法
性
定
理
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

(
岡
山

ω℃。旬。吋門
H
m
w

吋。)。

⑥
も
ち
ろ
ん
、
あ
ら
ゆ
る
ゲ

l
ム
で
閉
鎖
化
が
生
じ
る
わ
け
で
は
な
い
。

ヴ
ェ

i
バ
i
の
一
一
一
一
口
う
よ
う
に
「
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
共
同
体
に
非
常
に

し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
」
の
は
確
か
だ
け
れ
ど
も
、
ゲ

i
ム
の
状
況
に

よ
っ
て
は
、
プ
レ

l
ヤ
i
全
員
が
協
力
し
あ
っ
て
一
つ
の
結
託
を
形

成
す
る
場
合
も
あ
り
う
る
。
従
っ
て
、
閉
鎖
化
が
発
生
す
る
条
件
の

探
求
が
社
会
的
閉
鎖
理
論
の
重
要
な
課
題
と
な
る
。

⑦
こ
う
考
え
れ
ば
、
司
肉
片
山
口
(
呂
、
お
)
が
奪
取

(
g
c
G
m位
。
ロ
)
も
社

会
的
閉
鎖
の
一
種
と
考
え
た
の
は
全
く
妥
当
で
あ
る
。
た
だ
し
、
司
Ra

E
ロ

(
5
3
)
の
用
い
た
論
拠
は
本
稿
の
議
論
と
は
全
く
異
な
る
が
。

③
小
集
団
の
内
部
で
の
閉
鎖
化
に
お
い
て
は
、
お
互
い
の
個
体
識
別
が

可
能
な
の
で
、
任
意
の
ブ
レ

i
ヤ
!
の
部
分
集
合
が
結
託
を
形
成
で

き
る
と
考
え
て
も
構
わ
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
も
っ
と
大
規
模
な

集
団
に
お
い
て
、
あ
る
程
度
歴
史
的
に
持
続
す
る
よ
う
な
閉
鎖
化
の

メ
ル
ク
マ

i
ル
の
数
は
当
然
、
限
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

①
こ
れ
は
、
開
閉
鎖
化
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
自
体
が
諒
解
関
係
に
よ
っ
て
構

二重の閉鎖化としての権利13 



成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
諒
解
関
保
に
つ
い
て
は

君
。

σ
q
(
5
5
H
一
九
六
八
二
六
!
五
六
貰
)
を
参
照
。
ま
た
、
松

井
(
一
九
九
一
)
も
参
照
。

⑬
も
ち
ろ
ん
名
目
的
に
は
両
方
の
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
結
合
に
参
加
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
し
、
あ
る
特
殊
な
ゲ

i
ム
の
融
構
造
に
お
い
て
は
、

可
能
な
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
現
実
に
は
ニ
章
一
ス
パ
イ
の
よ
う
な
行

為
者
も
存
在
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
定
義
か
ら
考
え
れ
ば
、

ブ
レ

i
ヤ
ー
た
ち
が
自
分
た
ち
の
利
得
の
総
和
を
最
大
化
す
る
よ
う

プ
レ
ー
し
た
場
合
に
、
は
じ
め
て
結
託
は
存
在
す
る
と
い
え
る
の
で

あ
る
。
名
自
的
な
参
加
者
や
二
重
ス
パ
イ
は
結
託
の
構
成
要
素
と
は

い
え
な
い
。

⑪
実
際
こ
の
〈
引
き
抜
き
〉
現
象
は
閉
鎖
理
論
の
重
要
な
テ
!
?
の
一

つ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
知
識
人
は
一
般
に
は
支
配
者
階
級
に
属
す
る

と
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
部
の
知
識
人
は
、
と
き
に
支
配
者

階
級
を
裏
切
っ
て
、
被
支
配
者
措
級
の
奪
取
に
手
を
貸
す
よ
う
な
事

態
が
そ
う
で
あ
る
(
虫

ω
8
5∞U
J

原
田
一
九
八
八
)
。

⑫
任
意
の
ゲ
!
ム
は
、
論
理
的
に
三
つ
の
範
鴎
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一

は
、
守
安
定
が
存
在
し
、
権
利
が
平
等
に
配
分
さ
れ
る
場
合
。
第
二

は
、
曹
安
定
が
存
在
し
、
権
利
が
不
平
等
に
配
分
さ
れ
る
場
合
。
第

三
は
、
曹
安
定
が
存
荘
せ
ず
、
権
利
が
配
分
さ
れ
得
な
い
場
合
で
あ

る
。
こ
こ
で
求
め
て
い
る
の
は
、
第
一
一
ま
た
は
、
第
一
一
一
の
範
鴎
に
入

る
た
め
の
条
件
で
あ
る
。

⑬
本
構
は
、
権
利
の
目
的
合
理
的
な
側
面
を
ヴ
ェ

i
パ
i
に
従
い
な
が

ら
、
理
念
型
的
に
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
権
利
の
、

価
値
合
理
的
な
、
あ
る
い
は
伝
統
的
な
(
そ
し
て
も
し
か
し
た
ら
感

情
的
な
)
側
麗
は
捨
象
し
て
あ
る
。
現
実
の
権
利
の
車
分
や
そ
れ
を

め
ぐ
る
関
争
は
、
価
値
・
伝
統
・
感
情
に
も
左
右
さ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。
こ
れ
ら
の
要
因
は
、
関
数
軍
と
い
う
形
で
議
論
に
導
入
で
き

る
け
れ
ど
も
、
本
稿
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
全
く
展
開
し
て
い
な
い
。

従
っ
て
本
稿
の
議
論
は
、
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
的
な
性
格
の
強
い
共
同

体
に
典
型
的
に
あ
て
は
ま
る
。
逆
に
言
え
ば
、
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト

的
な
性
格
の
強
い
共
同
体
に
は
あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い
。

⑬
ヴ
ェ

i
パ
i
は
「
自
然
法
的
諸
公
理
の
階
級
関
係
性
」
と
題
す
る
節

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
契
約
の
自
由
と
、
そ
れ
か
ら
導
き
出

さ
れ
る
・
正
当
な
所
有
権
に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る
諸
命
題
と
が
、
市

場
利
害
関
係
者
生
産
手
段
を
確
定
的
に
専
有
す
る
こ
と
に
利
益

を
感
じ
て
い
る
人
た
ち
|
!
の
自
然
法
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
/
逆
に
土
地
に
は
i
iー
な
に
び
と
も
自
分
の
労
働
に
よ
っ
て

土
地
を
生
産
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
だ
か
ら
|
|
専
有
不
能
性
と
い

う
特
性
が
あ
る
と
い
う
ド
グ
マ
、
つ
ま
り
土
地
所
有
者
層
の
閉
鎖
化

に
対
す
る
抗
議
が
農
村
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
し
た
農
民
た
ち
の
階
級

状
況
に
照
応
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
(
者

$
2
5
M
M
H

九
七
四
一
四
九
四
頁
)
。
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付録

以下、特性関数形ゲームを考える。 Nをプレーヤーの集合とし、個々のプレーヤー

を 1，2，… nとする (N二 {1，2，… n} )。プレーヤの利得は kiと表せる。

はNの部分集合Sからなる。社会的閉鎖においては、結託は当然2人以上からなり、

結託に参加できないプレーヤーが少なくとも一人は存在する。集合の要素の数をINI

で表すと

伎定 2~五 ISI<INI

結託が成り立つためには、結託に参加した場合に得られる利得が、参加しなかった

場合に得られる利得より大きくなる必要がある。結託 Sの特性関数を v(S)，iという

単一の要素からなる集合を{i}とすると、

仮定2 ヨS，v(S) > Lv( {i}) 

定義 l 閉鎖的ゲゼルシャフト結合

仮定 1、2を満たすような結託Sを、閉鎖的ゲゼ、ルシャフト結合という。

定義2 対外閉鎖化

閉鎖的ゲゼルシャフト結合の形成を対外閉鎖化という。

定義3 対内閉鎖化

閉鎖的ゲゼルシャフト結合内部での利得の配分を対内閉鎖化という。

定義4 結託構造 τ

結託構造とは、全プレーヤーの集合 Nの分割である。すなわち、

T=  {Si I U Siロ N，SinSj口臼} i:;t:j 

5 境界条件W (τ) 

τに対して、てをくずして、新たに形成可能な結託構造てl

を定める関数を曹という。すなわち、

W(τ)={τi I Tiはでから形成可能な結託構造}

定義6 W安定'

以下の 3条件を満たすような配分と結託構造の組み合わせ (k，τ)をW安定'と言う

(k= (k1，…， kn))。

(1)ある結託構造 τEに関して、 τEW(τe)

( 2 )任意の iに関して、 v({i}) <ki 

( 3 )境界条件 W(けのもとで、任意の Sに関して、

v(S)豆エki

17 二重の閉鎖化としての権利



ただし、 Luce& Raiffa (1959)の曹安定の定義には、条件(1)はない。しかし、

当然ては形成可能であるはずだから、条件(1)を加えるのはごく自然な制限である

といえる。

定義7 安定閉鎖

w安定'であるような閉鎖的ゲゼルシャフト結合を安定閉鎖という O
定義9 平等状態

以下のような結託構造と配分の組み合わせを平等状態と呼ぶ。

[(N)， (k1，…， kn) ] ただし、任意の iに関して、 ki=v(N)/ IN 1 

定理 I

平等状態が、 w安定にならないための必要十分条件は、以下の 3条件 lのうち、い

ずれか一つ以上を満たせばよい。

条件任意の結託構造τのもとで、 w(τ)にNが含まれない。
条件2 次のような式を満たす、あるプレーヤー iが存在する。

。({i} ) ~ v (N) / 1 N 1 . 

条件 3:結託構造 (N)のもとで、次の式を満たすようなある結託 SがW ((N)) 

の要素である。

v (S) > v (N) 1 S 1 / 1 N 1 . 

(証明)命題 1 暫安定と平等状態の定義より、平等状態がW安定になるための必

要十分条件は、以下の3条件を同時に満たすことである。

1 .ある結託構造τのもとで、曹 (τ)にNが含まれる。

2.任意のプレーヤーiに関して、 v( {i} ) < v (N) / 1 N 1. 
3.結託構造 (N)のもとで、 W ((N))に含まれる任意の結託構造における結託

Sが次の条件を満たす。

v(S)孟v(N) 1 S 1 / 1 N 1. 

ところで、定理 lは命題 1の対偶である。従って命題 l る。(証明終わり)
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